
関係各位

拝啓時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

当財団の事業につきましては、かねてよりご理解並びにご支援を賜り、厚く

御礼申し上げます。

さて、当財団では、薬学関連分野への研究助成事業を実施しておりますが、

令和元年度も別添の募集要項により実施いたしたいと存じます。

つきましては、ご多用のところ恐縮ではございますが、関連分野の研究者へ

のご周知方よろしくぉ願い申し上げます。

令和元年度(第8回)研究助成事業の募集について(ご依頼)

令和元年8月29日

%

公益財団法人小林財寸'更・匙、
里長小一.'・・鮒

※当財団では、これまで実施してまいりました「奨学金支援事業」、「研究

助成事業」に加え、本年度より新たに「顕彰事業」を開始することとなり、

これを契機として、法人名称を設立当初からの「小林国際奨学財団」から

「小林財団」へと改称いたしました。

敬具



公益財団法人小林財団

第8回(令和元年度)研究助成募集要項

1.趣 旨公益財団法人小林財団は、アジア諸国から日本で学ぶ留学生に対して奨学金を卦合すると

ともに、薬学関連分野の研究に従事する研究者に対し助成事業を行っております。

とれらにより、些かなりとも薬学関連分野における学術の進展並びに国際交流の発展に寄

与するとととしております。

2 助成対象とする研究分野

医学、薬学、食品栄劃ヒ学及で陞命情報科学に関連する諸分野の研究

【例示】

①免疫、アレルギー疾患の予防に関する研究

②1莫方や生薬にかかる研究(有用陛、素材、成分、、耕音)

③天然物あるいはその抽出物の生理活性に関する研究

@醗酵技休沖その雷辧産物の有用性や成分の研究

価膝能性食品に関する研究

3.応募資格日本の大学、又は研劉幾関に常勤で在職し、研究活動に従事している助教以上を代表研究

者とし、共同研究者又は研究協力者は、アジア諸国からの若手研究者が含まれる研究体市U

を歓迎します。

4.助成予定イ牛数、助成額及び助成対象期間

予定イ4数一ーーーー20件~35件程度、 1件当たり300万円~800万円

5.応募手続

(1)申請用ネ氏一ーーーー同封の申請書をコピーして使用してください。

また、メールで送ることも可能です。その際は、直該事務局宛ご連絡ください。

Ⅱ辻d@kistor.jp

(2)応募方法一ーーーー・当財団所定の申請書を使用し、必要事項を日本語で言己載の上、当財団事務局

宛に正1ミ重及びそのコピーによる冨ln通を簡易書留で送付してください。

応募の書類は返却しませんのであらかじめご了承ください。

(3)応募期間・ーーーーー令和元年9月9日(月)~10月18日(金)消EΠ有亥力

助h艾対象期間・一令和元年12月1日から2年~3年間とします。

6.1巽考及び助成の決定

フ.研究報告等助成金を受けた研究者は、中間時及び助成期間終了後に所定の実施報告書及ひ生出報告

書を提出しなければなりません。なお、提出していただいた研究報告は、ホームページ

等により公開を予定していますのでご承知おきください。

当財団の選考委員会において審査し、理事会で決定します。

採否は、令手口2年1月中に各応募者に通知します。

休募先>

〒106-0032

公益財団法人小林財団

東京都港区六本木1・フ・27 全特六本木ビル弘ST5階

識舌03・5肌5・7525 助成事業担当ソト椋・佐伯

註ぜ0@kisf.or.jp



公益財団法人

理事長

申請者(代表研究者)氏名

ふ

公益財団法人小林財団

第8回(令和元年度)
研究助成申請書

小林財団

小林一雅

り

メ

がな

所属機関および職名

ノレ

所属機関連絡先住所

ア ド

殿

自

レ ス

同

研究

宅

研究者又は

協力者戻川亀

住

(〒

所

令手口

@

注)アジア出身の研究者がいる場合には、*印を付し、別途、経歴書(一人につき 1ページ以内)を添付してください。

下記のとおり貴財団の助成を申請します。

年

所属機関および職名

生年月

年

携帯電話

月

研究主題(50字以内で記入してください。)

専攻分野

月

日

性

日

千円

歳)

男・女)

(電話)

研究題目(内容を具体的かつ簡潔に示すように記入してください。)

(電話)

専攻分野

申請金額(1千円未満を切り捨てとします。)

性別 年齢
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記
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研究計画の概要

(1)研究の目的および意義(研究の特色や独創性等の観点から記入してください。)

(2)実施計画の大綱

2



(3)国内および国外における関連研究(主要文献を2、 3あげてください。)

(4)申請者(代表研究者、共同研究者又は研究協力者)の当該研究に関連する主要な業績(最近 5年以内
の主著、論文等 10篇以内)

(5)研究成果の公表予定(具体的に記入してください。)

(6)研究期間

令矛口

(予定している期間を記入してください。)

年月年月 日 i'^ 日まで
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(1)申請助成金の内訳(使途、数量等を具体的に摘要欄に記入してください。)霞.

費

(1)

機械・器具・備品費

(大型設備、高額な

研究機材等は不可

とします。)

目

(2) 消

金

耗

(3)印刷複写費

口
ロロ

額

費

千円

④謝

摘

(5)旅

金

(6)その他の諸経費

費

要

(2)当該研究に対する他からの研究助成金等(申請中のものは、備考欄にその旨注記してください。)

助成金等の名称
申,主室

(代表研究者)
研究題目 助成額

千円

助成期間
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備考

計合


